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原
発
推
進
の
大
き
な
理
由
の
一
つ
は

「
こ
の
ま
ま
で
は
電
力
不
足
に
陥
り
、大

規
模
な
停
電
な
ど
大
き
な
社
会
的
混
乱

を
招
く
」と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
だ
が
、

最
近
で
は
こ
ん
な
言
説
は
ほ
と
ん
ど
聞

か
れ
な
く
な
っ
た
。
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事
故
以
来
、
社
会
の
各
方
面
で

省
エ
ネ
が
急
速
に
進
み
、
固
定
価
格
買

い
取
り
制
度
の
お
か
げ
で
太
陽
光
を
中

心
と
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
急

速
に
拡
大
し
た
た
め
、
真
夏
の
ピ
ー
ク

時
に
原
発
が
稼
働
し
て
い
な
く
て
も
、

電
力
需
給
が
逼
迫
す
る
リ
ス
ク
は
極
め

て
小
さ
く
な
っ
て
い
る
の
が
実
情
だ
。

　
大
手
電
力
九
社
は
原
発
の
再
稼
働
を

前
提
と
せ
ず
に
今
夏
の
電
力
需
給
見
通

し
を
ま
と
め
た
。
電
力
需
要
の
ピ
ー
ク

に
対
す
る
供
給
余
力
を
示
す
「
供
給
予

備
率
」
は
、
九
社
全
て
が
安
定
供
給
の

目
安
と
な
る
三
％
を
確
保
し
た
。
九
社

合
計
の
予
備
率
は
六・八
％
で
、原
発
が

な
く
て
も
供
給
は
可
能
だ
と
の
見
通
し

だ
っ
た
。
原
発
依
存
度
が
高
か
っ
た
九

州
電
力
と
関
西
電
力
は
、
そ
れ
ぞ
れ
予

備
率
が
三
％
ぎ
り
ぎ
り
だ
っ
た
が
、
猛

暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
夏
の
ピ
ー
ク

を
原
発
な
し
で
乗
り
切
っ
た
。

　
最
も
原
発
へ
の
依
存
度
が
高
く
、
大

阪
と
い
う
大
消
費
地
を
抱
え
る
関
西
電

力
管
内
で
こ
の
七
月
と
八
月
に
供
給
力

に
対
す
る
需
要
の
割
合
で
あ
る
使
用
率

が
「
や
や
厳
し
い
」
と
さ
れ
る
九
〇
％

以
上
に
な
っ
た
の
は
計
四
日
だ
け
。
昨

年
の
夏
よ
り
一
〇
日
少
な
く
、「
厳
し

い
」
と
さ
れ
る
九
五
％
以
上
の
日
は
ゼ

ロ
だ
っ
た
。
関
西
電
力
の
需
給
が
逼
迫

し
な
か
っ
た
背
景
に
は
太
陽
光
発
電
の

拡
大
が
あ
る
。
関
西
電
力
に
よ
る
と
、

管
内
の
太
陽
光
発
電
の
導
入
量
は
約

三
〇
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
な
り
、
三
年

で
三
倍
超
に
急
増
し
た
。特
に
夏
場
は
、

出
力
が
落
ち
る
悪
天
候
時
は
電
力
需
要

が
減
り
、
晴
天
で
猛
暑
な
ら
発
電
量
も

増
え
る
と
い
う
太
陽
光
発
電
効
果
が
発

揮
さ
れ
、
ピ
ー
ク
乗
り
切
り
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
。

　
省
エ
ネ
も
進
ん
で
い
る
。
一
九
八
三

年
に
五
〇
〇
〇
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
を
超

え
た
日
本
の
電
力
需
要
は
右
肩
上
が
り

で
増
え
続
け
二
〇
〇
七
年
に
は

九
六
〇
〇
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
に
達
し

た
。「
資
源
価
格
の
高
騰
が
続
く
中
、電

力
需
要
は
今
後
と
も
増
加
が
予
想
さ
れ

る
」
と
い
う
の
が
政
府
や
電
力
会
社
が

原
発
を
推
進
す
る
根
拠
と
な
っ
て
い
た

の
だ
が
、
事
故
翌
年
の
二
〇
一
二
年
の

消
費
量
は
八
七
六
〇
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

と
大
幅
に
減
り
、
以
降
、
ほ
と
ん
ど
横

ば
い
が
続
い
て
い
る
。
ピ
ー
ク
時
に
比

べ
て
一
〇
％
マ
イ
ナ
ス
程
度
の
省
エ
ネ

は
社
会
に
定
着
し
た
と
み
て
よ
く
、
こ

の
傾
向
は
今
後
も
続
く
と
み
ら
れ
る
。

　
政
府
が
原
発
事
故
以
降
、
進
め
て
い

る
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
も
こ
の
傾
向
を

後
押
し
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
電
力

会
社
は
管
内
の
市
場
を
ほ
ぼ
独
占
的
に

支
配
し
て
き
た
。
各
社
が
供
給
エ
リ
ア

を
越
え
た
送
電
線
網
の
整
備
や
電
力
の

融
通
に
消
極
的
だ
っ
た
の
は
こ
の
た
め

だ
。
だ
が
、
政
府
は
こ
の
四
月
、
電
力

シ
ス
テ
ム
改
革
の
一
環
と
し
て
電
力
の

融
通
を
強
制
的
に
指
令
し
た
り
、
広
域

融
通
を
念
頭
に
送
電
線
網
を
整
備
し
た

り
す
る「
電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
」

を
発
足
さ
せ
た
。
来
春
に
は
実
施
さ
れ

る
電
力
小
売
り
の
全
面
自
由
化
に
よ
っ

て
、
電
力
会
社
の
大
き
な
収
入
源
だ
っ

た
家
庭
の
電
力
販
売
の
地
域
独
占
が
崩

れ
る
。「
電
力
不
足
対
策
」「
電
力
の
安

定
供
給
」
を
理
由
に
し
た
原
発
推
進
の

根
拠
は
さ
ら
に
薄
い
も
の
と
な
る
だ
ろ

う
。

地
域
発
の
分
散
形
発
電
を

　
世
界
的
に
見
て
も
原
子
力
が
世
界
の

電
力
供
給
に
果
た
す
役
割
は
極
め
て
限

定
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
欧
州
の

電
力
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
と
、
二

〇
一
四
年
、
世
界
の
原
発
の
発
電
量
は

前
年
よ
り
や
や
増
え
て
二
兆
四
一
〇
〇

億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
だ
っ
た
が
、
日
本
の

原
発
停
止
も
一
因
と
な
っ
て
、
最
も
多

か
っ
た
二
〇
〇
六
年
比
で
は
マ
イ
ナ
ス

一
〇
％
に
な
っ
て
い
る
。
総
発
電
量
に

改
め
て「
コ
ン
セ
ン
ト
の
向
こ
う
側
」を
考
え
る 
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占
め
る
比
率
は
一
一
％
弱
で
こ
の
三
年

間
変
わ
ら
ず
、
一
九
九
七
年
の
一
七
・

六
％
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　
発
電
コ
ス
ト
が
上
昇
し
、
特
に
先
進

国
で
は
退
潮
が
目
立
つ
原
子
力
に
変
わ

っ
て
台
頭
し
て
い
る
の
が
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
、
今
や
世
界
の
電
力
供
給

の
主
流
の
一
つ
に
ま
で
成
長
し
た
。
多

額
の
投
資
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
に
向
か
い
、
技
術
の
進
歩
と
あ
い
ま

っ
て
蓄
電
池
な
ど
の
関
連
装
置
を
含
め

て
低
価
格
化
が
急
激
に
進
ん
で
い
る
。

日
本
、中
国
、ド
イ
ツ
な
ど
八
ヵ
国
で
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
量
が
原

発
の
発
電
量
を
超
え
て
い
る
。

　
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
依
然
と

し
て
原
発
や
石
炭
火
力
と
い
っ
た
「
大

規
模
集
中
型
」
発
電
を
中
心
と
し
て
い

る
が
、
米
国
を
含
め
た
先
進
国
で
は
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
と
し
た

「
小
規
模
分
散
型
」の
発
電
に
よ
る
電
力

の
地
産
地
消
へ
の
大
転
換
が
急
速
に
進

ん
で
い
る
。
政
府
の
政
策
や
大
電
力
会

社
の
思
惑
と
は
裏
腹
に
日
本
の
電
力
供

給
も
こ
の
大
転
換
と
無
縁
で
は
い
ら
れ

な
い
。

　
今
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

の
中
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
地
域
発
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
拡
大

だ
。
原
発
事
故
か
ら
間
も
な
く
五
年
。

日
本
各
地
で
地
域
に
根
ざ
し
た
事
業
が

次
々
と
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
事
業
に
積
極
的
に
融
資
を
し
よ
う
と

い
う
地
域
の
金
融
機
関
も
増
え
て
い

る
。
電
力
の
地
産
地
消
に
よ
っ
て
こ
れ

ま
で
燃
料
費
の
購
入
と
い
う
形
で
域
外

に
出
て
い
た
資
金
が
地
域
に
と
ど
ま

り
、
事
業
収
入
を
産
み
、
新
た
な
雇
用

や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
生
む
と
い
う

良
循
環
が
始
ま
っ
て
い
る
。
デ
ン
マ
ー

ク
や
ド
イ
ツ
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
拡
大
し
て
い
る
国
の
多
く
で
は
、

地
域
の
個
人
や
協
同
組
合
の
出
資
に
よ

っ
て
風
車
や
太
陽
光
発
電
所
が
建
設
さ

れ
、
収
益
が
立
地
地
域
に
還
元
さ
れ
る

と
い
う
姿
が
当
た
り
前
の
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

「
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
」と
し
て
の
僧
侶

の
役
割

　
原
発
事
故
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
無
縁
だ
っ
た
地
域

の
事
業
者
が
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る

の
が
特
徴
の
一
つ
で
、
福
島
県
会
津
地

方
の
「
会
津
電
力
」
を
中
心
に
な
っ
て

立
ち
上
げ
た
の
は
地
域
で
古
く
か
ら
続

い
て
い
る
日
本
酒
メ
ー
カ
ー
の
社
長
だ

っ
た
し
、
神
奈
川
県
小
田
原
市
で
太
陽

光
発
電
事
業
に
取
り
組
む
「
ほ
う
と
く

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
中
心
の
一
人
は
地
域

の
か
ま
ぼ
こ
製
造
販
売
業
者
だ
っ
た
。

重
要
な
の
は
こ
の
よ
う
な
「
地
域
の
リ

ー
ダ
ー
」
の
存
在
だ
。

　
デ
ン
マ
ー
ク
に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
の
電
力
供
給
を
進
め
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
一
〇
〇
％
の
島
」
と
な

っ
た
サ
ム
ソ
島
と
ロ
ラ
ン
島
と
い
う
二

つ
の
島
が
あ
る
。
前
者
は
高
校
の
理
科

の
先
生
、
後
者
は
市
会
議
員
と
そ
れ
ぞ

れ
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
異
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
異
な
る
が

共
通
し
て
い
る
の
は
、
地
域
の
人
々
の

信
頼
を
勝
ち
得
て
事
業
を
進
め
る
リ
ー

ダ
ー
が
い
た
こ
と
だ
。
地
域
社
会
で
の

合
意
を
ま
と
め
、
資
金
を
集
め
て
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
を
進
め
る
上

で
、
こ
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
は

不
可
欠
で
あ
る
。

　
サ
ム
ソ
島
の
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
ソ
レ
ン
・
ハ
ー
マ
ン
セ
ン
氏
が
「
他

人
が
立
て
た
風
車
だ
と
そ
の
音
が
う
る

さ
く
て
仕
方
な
い
が
、
自
分
た
ち
で
立

て
、
収
益
が
少
し
で
も
自
分
た
ち
の
も

の
に
な
る
と
な
れ
ば
、
風
車
の
音
が
し

な
い
方
が
心
配
に
な
っ
て
く
る
」
と
地

域
主
導
の
事
業
の
重
要
性
を
筆
者
に
語

っ
て
く
れ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い

る
。

　

地
域
社
会
に
古
く
か
ら
根
ざ
し
、

様
々
な
形
で
地
域
住
民
か
ら
深
い
信
頼

を
得
て
い
る
仏
教
者
の
方
々
が
、
一
人

で
も
多
く
、
日
本
の
将
来
に
と
っ
て
重

要
な
地
域
発
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
の
主

役
の
一
人
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
本

シ
リ
ー
ズ
の
結
び
と
し
た
い
。（
了
）

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

井
田
　
徹
治
（
い
だ
・
て
つ
じ
）

一
九
五
九
年
十
二
月
東
京
生
ま
れ
。

主
な
社
会
活
動　

山
階
芳
麿
賞
選
考
委

員
、学
習
院
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師
、世

界
自
然
保
護
基
金
ジ
ャ
パ
ン
評
議
員
、
環

境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
等
運
営
委
員
、
低

炭
素
杯
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
メ
ン
バ

ー
、経
済
産
業
省
C
C
S
の
あ
り
方
に
向

け
た
有
識
者
懇
談
会
委
員
、
産
業
技
術
総

合
研
究
所 

地
圏
資
源
環
境
研
究
部
門
外

部
評
価
委
員
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所
メ

タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
研
究
セ
ン
タ
ー
外
部

評
価
委
員
、
日
本
自
然
保
護
協
会
評
議
員

（
予
定
）
な
ど
。

次
回
か
ら
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
カ
ル
ト
」
に

つ
い
て
連
載
予
定
で
す
。




